
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 重大事故を想定した「運転事故総合訓練」を実施 
② トンネル内での事故を想定した「避難誘導訓練」を実施 

電車をもっと安全・快適に。駅をもっと身近に。 
ヒトとマチの未来に向けて、東急電鉄が行なっている 
さまざまな取り組みの情報をお届けします。 
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社会不安が高まる状況のなか、少しでも安心して電車をご利用いただくことを目指して、東急電鉄では 
さまざまなケースを想定した訓練を止めることなく実施し続けています。その一部をご紹介します。 

～重大事故を想定～ 運転事故総合訓練を実施 TOPICS 1. 

レール修正 

車いすご利用のお客さまを「すくい帯」を使って救護 脱線復旧 垂れ下がった架線を修復 

「運転事故総合訓練」は、大きな事故が発生した場合に、

お客さまや運行などへの影響を最小限に食い止めること

を目的に行なっている、当社最大規模の訓練です。 

本年度は 10 月 20 日に長津田検車区にて、運転・駅の

運輸部門、車両・工務・電気の技術部門から総勢 100 人以

上が参加して実施しました。今回は、踏切に乗用車が進入

して列車と衝突、列車は脱線し、線路や架線、信号設備に

も損傷が出たという想定。事故発生後の併発事故の防止か

ら始まり、負傷者の救護や乗客の避難誘導、脱線した電車

の復旧、線路や電気設備の復旧まで、約 3 時間をかけた訓

練となりました。 

また、より迅速で正確な情報連携実現のため、現場と本

社をオンラインで繋ぐ IT ツールの活用も実施しました。 

この訓練の模様は YouTube「東急電鉄チャンネル」で、ミュージシャンの向谷実氏が作曲した楽曲「Departing 
from New Shibuya Terminal」を BGM にした 4 分間のダイジェスト版で公開しています。ご視聴はこちら 

運転席から非常用梯子で降車 駅係員のサポートで最寄りの駅まで避難 

TOPICS 2. ～トンネル内での事故を想定～ 
避難誘導訓練を実施 

11 月 22 日終電後には、目黒線地

下区間(武蔵小山～西小山間)で避難

誘導訓練も実施。この訓練はトンネ

ル内で停止した列車車内で発煙があ

ったという想定で、安全かつ迅速に

お客さまを隣接駅に避難誘導できる

よう訓練するものです。足元がわか

りづらいなか、運転席に常備されて

いる組み立て式の非常用梯子を使用

した先頭車両貫通扉からの降車等、

駅係員がトンネル内での安全な歩

行・避難をサポートしました。 

※屋外・短時間のため、マスク着用時の重労働による身体への負担を考慮し一時的にマスクを外しています 

https://www.youtube.com/watch?v=QGaYH5EcxTw

